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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1.生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能

1-1.生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能の習得状況

リボン結び

箸を正しく持つ

鉛筆を正しく持つ

マッチで火をつける

火の調節をする

生卵を上手に割る

包丁でリンゴの皮をむく

ご飯を炊く

学校以外で料理を作る

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ

ぬれぞうきんを絞る

机の中や上の整頓

自分から掃除をする

荷物をつめる

靴を自分で洗う

プリントをきれいに貼る

。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

リボン結びやマッチを使うことに関しては、自信を持って「ょくできる」と答えた児童

が 5割を超え、 比較的多いが、箸を正しく持つことや鉛筆を正しく持つこ とに関しては、

自信をもって「ょくできる」と答える児童は 5割未満と少なく、 「あま りできない」と答え

た児童が 2割近くいるなど、自信がないことがうかがえる。また特に、焚き火などの火の

調節に関しては、「ょくできる」と答えた児童は 2割程度で、 「したことがなしリと答えた

児童が 2割弱いる結果となった。

生卵を上手に割ることに関しては、「ょくできるJと答えた児童が 6割を超え、「まあま

あできるJを含めると、 9割以上の児童が「できる」と自信を持っていたが、他の調理 ・裁

縫に関する技能では、「あまりできない」と答えた児童の割合が多くみられる結果となった。

また、包丁でりんごの皮をむくことは、 3割の児童が「したことがなしリ と答え、炊飯器で

ご飯を炊く、学校以外で料理を作る、布の手縫い、ボタンの縫いつけなど、の技能について

も、「したことがない」という回答が目立った。

机の中や上の整理整頓や自分から掃除をすることに関しては、非常に結果が悪く、 4割の

児童が 「あまりできないJと答えていた。その他の掃除 ・整理整頓に関する技能では、で

きている児童が多いが、 「ょくできるJと自信を持っている児童は半数程度にとどまった。

昔のおもちゃづくりの経験は?

竹とんぼやお手玉などの昔

のおもちゃづくりについて設

問したと ころ、右グラフのよ

うな結果が得られた。

竹とんぼや凧などは 6割の

児童が作った経験があるが、

竹馬やお手玉、こまなどは多

くとも 3割程度であった。

また、お手玉は女子児童の

方が圧倒的に多かった。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1-2.生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能の男女別習得状況
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生卵を上手に割る

包丁でリンゴの皮をむく

ご飯を炊く

学校以外で料理を作る

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び・玉止め
ボタンの縫いつけ

ぬれぞうきんを絞る
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マッチを使うことに関しては、全体では「ょくできる」が 5割を超えていたが、男女別

で見てみると、女子児童が 4割程度と低いのに対して、男子児童は 9割程度と非常に高く、

男子児童の方が得意に感じている。

調理・裁縫に関する技能に関しては、女子児童の方が男子児童より「ょくできる」の割

合が 2割程度高かった。また、男子児童は「したことがなし、」という回答も多くみられた。

掃除・整理整頓に関する技能に関しても、女子児童の方が男子児童より「ょくできる」

の割合が多く、男子児童は苦手意識を持っている。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1-3.生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能の地域別習得状況

リボン結び

箸を正しく持つ

鉛筆を正しく持つ

マッチで火をつける

火の調節をする

生卵を上手に害IJる

包丁でリンゴの皮をむく

ご飯を炊く

学校以外で料理を作る

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び ・玉止め

ボタンの縫いつけ

ぬれぞうきんを絞る

机の中や上の整頓

自分から掃除をする

荷物をつめる

靴を自分で洗う

プリントをきれいに貼る
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いずれの技能項目においても、長崎地区の方が全体的にできる傾向にある。また「した

ことがなしリの割合も島原地区の方がやや多く、長崎地区の児童の方が様々な経験をして

きているようだ。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1-4. 生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能の経験時期

リボン結び

マッチで火をつける

生卵を割る

包丁を使う

ご飯を炊く

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び・ 玉止め

ボタンの縫いつけ
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-入学前匡霊童 1 年生堕?mI 2 年生 匿璽麹 3 年生 ~4年生 E三ヨ 5年生 仁二コ 6 年生

生活一般に関する技能は、各学年で順次経験してきており、 5年生までにほとんどの児童

が経験している。

裁縫に関する技能は、 5年生で初めて経験した児童が 7割以上と、 5年生での経験が非常

に多く、小学校家庭科で、の学習が初めての経験の場と考えられる。逆に考えると、裁縫に

関しては家庭で経験することがないとも言える。また、調理に関しては、 4年生までに 8割

以上が経験していることから、小学校家庭科で学習する以前に家庭等で経験していること

がうかがえる。

8害IJを超える児童が体験する時期とその技能項目

時期 8割を超える児童が体験している技能項目

3年生 リボン結び、生卵を割る

4年生 マッチで火をつける、包丁を使う、

5年生
ご飯を炊く、布の手縫い、ミシンで直線縫い、

玉結び・玉止め、ボタンの縫いつけ
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ジボン結び

マッチで火をつける

生卵を割る

包丁を使う

ご飯を炊く

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ

リボン結び

マッチで火をつける

生卵を害11る

包丁を使う

ご飯を炊く

布の手縫い

ミシンで直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ
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100 
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-・園入学前 匡言言 1年生匿豆沼 2年生 陸璽璽 3年生区歪m4年生 1::::::::::::::15年生 仁二コ 6年生

生活一般、調理・裁縫ともに、女子児童の方が早く経験している。特に調理・裁縫に関

しては、 5年生からの小学校家庭科における学習以前の経験割合が、男子児童に比べ 1割~

2割程度高い。

入学前の経験は長崎地区の方が多い傾向にあるが、小学校入学後は島原地区の方が少し

ながら早く経験しており、 4年生までを比べると島原地区の方がやや多い。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1-5.生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能を教わった人物

リボンi吉ひ〈

マッチの使い方

卵の割り方

包丁の使い方

布の手縫い

ミシンでの直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ

ぞうきんを絞る
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-自分自身匡三ヨ父親匿璽盟母親~祖父 匿璽麹祖母

EE司兄弟・姉妹区豆盟友人 Eヨ先生 E三ヨテレビ 仁二コ親戚・近所の人

調理に関しては、母親の関与が 6割を超え非常に高く、家庭での経験が見られるのに対

し、裁縫に関しては、教師の関与が 7割程度と非常に高く、裁縫に関する技能の習得は学

校に依存していることを裏付ける結果となった。

各技能項目における教わった人物の割合

リボン結び

マッチの使い方

卵の割り方

包丁の使い方

布の手縫い

ミシンでの直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫い付け

ぞうきんを絞る
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リボン結び

マッチの使い方

卵の割り方

包丁の使い方

布の手縫い

ミシンでの直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ

ぞうきんを絞る

リボン結び

マッチの使い方

卵の割り方

包丁の使い方

布の手縫い

ミシンでの直線縫い

玉結び・玉止め

ボタンの縫いつけ

ぞうきんを絞る
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小学校児童 (6年生)の生活技能について
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男子児童 女子児童
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長崎地区 島原地区

-自分自身匡重量父親臣璽圏母親医WAl祖父 匿璽麹祖母

t:.þþtl 兄弟・姉妹匡~友人 E:-:-:-:-:-:-:I 先生 E三ヨテレビ仁二コ親戚・近所の人

いずれの技能においても、女子児童に比べ、男子児童は自己習得率が高い。また若干で

はあるが、男子児童は親戚・近所の人との関わりが見られる。

島原地区では長崎地区に比べ、親戚・近所の人との関わりが 1"-'2割と非常に高く、生活

環境の違いが大きく見られた。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

1-6. 生活一般/調理・裁縫/掃除・整理整頓に関する技能の関連設問

(1)箸・鉛筆の持ち方を教わった場所

箸の持ち方

鉛筆の握り方

。 20 40 60 

-園田幼稚園で仁=コ小学校で

80 100 C%J 

家庭で -自分で

箸に関しては、家庭で習った割合が高いが、鉛筆に関しては、幼稚園および学校が約半

数と高い割合であった。これは食事の場が家庭であることに対し、学習の場は幼稚園およ

び学校であるということなのだろう。

箸の持ち方

鉛筆の握り方

100 80 60 40 20 o C%J 20 40 60 

長崎地区 島原地区

-・圃幼稚園で仁二コ小学校で 園圃圃家庭で-自分で

長崎地区の児童の 2割以上が自分で使えたと答えており、自己習得率の高い。

( 2)魚をさばいた経験

男女全体戸ー性mmm........ .+ ......... .mmm.1 ..mm. mm .mm .Im m オ
::~:: Immm=三三三..j....m...........m.m......1三ヰ

-経験あり E二コ経験なし

80 100 

男女ともに、経験したことのある児童は非常に少ない。調理に関する技能は男子児童の

方が低かったのに対し、魚をさばいた経験は男子児童の方があるという結果となったが、

これは男子児童が釣りなどで、釣った魚をさばいたりするからではなし、かと考えられる。

100 80 60 40 20 o C%J 20 40 60 80 100 

ーーーーー....... ニニエニニ斗二二三二ニニニi
長崎地区 島原地区

-経験あり E二コ経験なし

地域によって、大きな差は見られない。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

( 3 )一人で使用できる電化製品

nu 

機

器

機

濯

飯

除

洗

炊

掃

20 40 60 80 100 [%l 

アイロン

電子レンジ

-男子児童仁 ごコ女子児童

掃除機や電子レンジについては、男女でほとんど差がなく、またほとんどの児童が使う

ことができると答えていたが、そのほかのものについては、女子児童の方がよく使える傾

向にあった。また、洗濯機は男女ともにあまり使えないようだ。

100 80 60 40 20 o [%l 20 40 60 80 100 

洗濯機

炊飯器

掃除機

斗一

ナ

十

十
アイロン

電子レンジ

長崎地区 島原地区

地域によって、大きな差は見られない。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2 工作/栽培に関する技能

工作/栽培に関する技能の習得状況ーiヮ“

100 [%) 80 60 40 20 。
カッターナイフを上手に使う

i
-

カッターナイフを使う場面 -カッターナイフで鉛筆を削る

↑
司
園
口

日ー一一説明書を見てプラモテ、ルを作る

小さな円を丸く切り抜く

ii
E

一」.「?

のこぎりで木材を切る

ドライパーでねじをしめる

かなづちで釘を打つ

ヱヱコ
40 20 。

ペンチを使う

土の耕し

鉢の植え替え

E二コまあまあできる(ある)-ょくできる(ある)

「まあまあできる」を含めると、 8割以上の児童がカッターナイフを上手に使うことがで

きると答えているが、実際にカッターナイフを使う場面に関しては、 6割以上の児童が「あ

まりなしリと答えており、ギャップが見られた。また、カッターナイフで鉛筆を削ること

に関しては、 3割以上の児童が「したことがなし、」と答えていた。

のこぎりやドライパー、かなづち、ペンチなどの工具の使用に関しては、自信を持って

と答えた児童は少ないが、「まあまあできる」を含めると、 8割程度の児童

が「できる」と答えていた。しかしその一方で、「したことがなしリと答えた児童も目立つ。

栽培に関しては、「ょくできる」と答えた児童が 3割未満で、「あまりできなしリと答え

た児童が 3割程度おり、さらに「したことがなしリと答えた児童が 1割し、るなど、全体的

-したことがないあまりできない(なし、)

「ょくできるJ

という割合が高かった。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2-2 工作/栽培に関する技能の男女別習得状況

カッターナイフを上手に使う

カッターナイフを使う場面

カッターナイフで鉛筆を削る

説明書を見てプラモテ苧ルを作る

小さな円を丸く 切り抜く

のこぎりで木材を切る

ドライパーでねじをしめる

かなづちで釘を打つ

ペンチを使う

土の耕し

鉢の植え替え
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男子児童
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男子児童

50 75 100 

i量詔扇語E咽

a‘ 

~..・:~‘-
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1砲事調

碕伝粛軍・

女子児童

50 75 100 

女子児童

-ょくできる(ある) 亡コまあまあできる(ある) あまりできないほい) 圃・ したことがなし、

カッターナイフの使用やその使用場面は、男女でほとんど差は見られない。

全体的に男子児童の方が、ょくできる傾向にあるが、小さな円を切 りぬくなどの細かい

作業については、女子児童の方が得意なようだ。

土の耕 しに関しては、男女でほとんど差がないが、鉢の植え替えに関 しては、女子児童

の方が経験した割合も高く、またよく できる傾向にある。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2 -3. 工作/栽培に関する技能の地域別習得状況

カッターナイフを上手に使う

カッターナイフを使う場面

カッターナイフで鉛筆を削る

説明書を見てプラモデルを作る

小さな円を丸く切り抜く

のこぎりで木材を切る

ドライパーでねじをしめる

かなづちで釘を打つ

ペンチを使う

100 80 

圃--

匝盟理軍!

-・・E晦

60 40 

1 晶.i....，.

長崎地区

吋しー→iι;
鉢の植え替え 一一一一ーナー←で

長崎地区

20 

20 

o [%J 20 

ー-

司ー

40 60 80 100 

盛会喧瞳盈主喧E

wi明研盟国

島原地区

40 60 80 100 

，由.....J
島原地区

-・・・ょくできる(ある) [二二コまあまあできる(ある) 園田園・あまりできない(なし、)-したことがない

工作分野では、長崎地区の児童の方ができる傾向にある。

栽培分野では、わずかながら島原地区の児童の方ができる傾向にある。



第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2 -4.工作/栽培に関する技能の経験時期

カッターナイフを{吏う

はさみを使う

のこぎりを使う

木材での工作

ドライバーを使う

かなづちで釘を打つ

鉢の植え替え

一人での栽培経験

土の耕し

。 20 40 60 80 100 [%) 

-入学前匡言言 1 年生 ~2年生匿盤麹 3年生 ~4年生 ( .:-:-:;:;:;:' 1 5 年生 仁二コ 6 年生

工作に関しては、 3、 4 年生の占める割合が高く 、 全体の 5~6 割程度あるが、はさみは 9

割以上の児童が入学前に使用している。また、カッターナイフについては 3年生で使い始

めた児童が約 3割を占める。

栽培に関しては、 2年生までに半数の児童が経験しており、特に 1年生での経験が多い。

おそらく小学校生活科で、の学習が初めての経験の場となっていると思われる。

8割を超える児童が体験する時期とその技能項目

時期 8害IJを超える児童が体験している技能項目

入学前 はさみを使う

3年生 一人での栽培

カッターナイフを使う、のこぎりを使う、木材での工作、

4年生 かなづちを使う、 ドライパーで、ねじをしめる、

鉢の植え替え、土の耕し

14 



カッターナイフを使う

はさみを使う

のこぎりを使う

木材での工作

ドライパーを使う

かなづちで釘を打つ

鉢の植え替え

一人での栽培経験

土の耕し

カッターナイフを使う

はさみを使う

のこぎりを使う

木材での工作

ドライバーを使う

かなづちで釘を打つ

鉢の植え替え

一人での栽培経験

土の耕し

100 80 

100 80 

第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

60 40 20 o [%J 20 

男子児童

60 40 20 o [%J 20 

長崎地区

40 60 80 100 

女子児童

40 60 80 100 

島原地区

-入学前 匡言ヨ 1 年生 匿霊園 2年生霞翠麹 3年生区歪~4年生 1::: : : : : :::::::15 年生仁二コ 6年生

工作に関しては、男子児童の方が早くに経験しているが、 4年生までには男女で同程度に

なっている。また栽培に関しては、女子児童の方が早くに経験している。

長崎地区の児童が入学前の経験が多いのに対して、島原地区の児童は入学後の経験が多

い傾向にある。また特に栽培については、島原地区の児童の方が体験時期が早い。



第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2 -5. 工作/栽培に関する技能を教わった人物

カッターナイフの使い方

はさみの使い方

のこぎりの使い方

ドライパーの使い方

かなづちの使い方

鉢の植え替えの仕方

土の耕し方

。 20 40 60 80 100 [%] 

' 
-自分自身星雲ヨ父親璽璽圏母親匿霊園祖父 医翠麹祖母

mma兄弟・姉妹~友人区ヨ先生 E三ヨテレビ亡コ親戚・近所の人

カッターナイフやはさみ、工具などは自分で使えるようになったと答えた児童が多いが、

その一方で父親の関与も 3割程度あり、多いことがわかる。

栽培に関しては、教師の関与が 3割程度と最も多いが、母親の関与や祖父・祖母の関与

も見られる。

各技能項目における教わった人物の割合

1位

カッターの使い方 |自分 (37%)

はさみの使い方 l' El分 (65%)

のこぎりの使い方

ドライパーの使い方

かなづちの使い方

鉢の植え替えの仕方

土の耕し方
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カッターナイフの使い方

はさみの使い方

のこぎりの使い方

ドライパーの使い方

かなづちの使い方

鉢の植え替えの仕方

土の耕し方

カッターナイフの使い方

はさみの使い方

のこぎりの使い方

ドライバーの使い方

かなづちの使い方

鉢の植え替えの仕方

士の耕し方

100 

100 

第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

80 60 40 20 o [%) 20 40 60 80 100 
E 

男子児童 女子児童

80 60 40 20 o [%) 20 40 60 80 100 

十

十

長崎地区 島原地区

-自分自身匡言書父親冨盟理母親匪WAl祖父 霞翠麹祖母

EE国兄弟 ・ 姉妹~友人 cヨ先生 E三ヨテレビ 仁二コ親戚・近所の人

男子児童の方が自己習得率が高い傾向にある。また若干ではあるが、父親との関わりは

男子児童の方が多いのに対して、教師との関わりは女子児童の方が多い。

長崎地区の児童ではほとんど見られないが、島原地区の児童では親戚・近所の人との関

わりが見られ、長崎地区の児童が日常生活において、そのような人とのつながりが希薄で

あることがうかがえる。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

2 -6.工作/栽培に関する技能の関連設問

(1)小さな円を切りぬく時のはさみの動かし方

。 20 40 60 80 100 [%J 

男男女子全児体皇 j l 

女子児童

-・圃紙を動かす じこコ はさみを動かす

「紙を動かす」と答えた児童が多数だが、女子児童の方が特に高い割合で、前述した細

かい作業は女子児童の方が得意だ、ということを裏付けるものとなっている。

80 60 40 20 0 [% J 20 40 

ドニニ一一一一」ーム一一一一一一ー長崎地区 島原地区

60 80 100 

-紙を動かす E二コはさみを動かす

地域によって、大きな差は見られない。

( 2)木材での工作経験

o

ri--rispitta-i 

体

童

童

全

児

児

女

子

子

男

男

女

20 40 60 80 100 [%J 

ーーー国!一寸

田園闇圃司園周闇闇トー……f
E・E ・-ー園田「一一寸

-経験あり 亡=コ経験なし

男女で大きな差は見られないが、 6年生までに木材工作の経験がない児童が約 2害IJいるこ

とが分かる。

100 80 60 40 20 o [%J 20 40 60 80 100 

長崎地区 島原地区

-圃園経験あり E二コ経験なし

地域によって、大きな差は見られない。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

( 3)一人での栽培経験

。 20 40 60 80 100 [%) 

男女全体 田園園田園ーー一一一?一一」田園田四

男子児童冨圃圃圃園圃圃E一一一一一-，盟置醤橿-掴

ト一一一→

女子児童一一…一一…竺守岡

-・園学校・幼稚園で仁二コ家庭で 菌霊園経験なし

学校・幼稚園と家庭とではほぼ同じ割合となった。また、女子児童の方が経験したこと

のある割合が高く、男子児童より 1割以上高かった。さらに男子児童は一人での栽培経験

も少なく、約 3割が一人での栽培経験がない。

100 80 60 40 20 o [%) 20 40 60 80 100 

同L岬削
一:::::r:-

時 a可

長崎地区 島原地区

-学校・幼稚園で仁二コ家庭で E量園経験なし

長崎地区の児童は家庭での経験が多く、島原地区の児童は学校等での経験が多い。

(4 )学校以外で栽培を一緒にした人物

男女全体

男子児童

女子児童

。 20 40 60 80 100 [%) 

-自分一人で 匡言言父親と 臣重富母親と r?WA祖父と 匿翠麹祖母と

区~兄弟・姉妹と 1<<: :::: ::::1友人と E三ヨ親戚・近所の人と 亡二コ経験なし

学校以外で栽培を一緒にした人、すなわち教師以外で栽培を一緒にした人物は、母親が 4

割程度と非常に高かった。次点、で、父親、祖母という結果となった。

100 80 40 20 o [%) 20 40 60 80 100 
一一寸一一

堅轡田園田一盟国盟国~，.; 理由........ 経量=
長崎地区

-自分一人で 匡重量父親と 臣璽圏母親と 匪盈盟祖父と 盤麹祖母と

区豆~兄弟・姉妹と 1 :::::: : : : : : :: : 1友人と E三ヨ親戚・近所の人と 仁二コ経験なし

長崎地区の児童では母親が多く、島原地区の児童では親戚・近所の人が多い。
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

( 5 )作ったことのあるもの

竹とんぼ

竹馬

凧

お手玉

こま

楽器

その他

100 80 60 40 

長崎地区

20 o (%l 20 40 60 80 100 
今一……一一一一一

一

崎一

島原地区

竹馬、凧、こまは島原地区の児童の方がやや高いが、それ以外は長崎地区の児童の方が

高く、長崎地区の児童の方が色々なものを作っているようだ。

好きな教科・得意な教科は?

好きな教科・得意な教科に

ついて、国語、算数、社会、

理科、図工、体育、家庭、音

楽の 8教科および英語を含

む 9つから、上位 3つを選択

してもらったところ、右グラ

フのような結果となった。

80 

60 

40 

20 

男女ともに体育が高く、女 。
子は家庭、音楽も高い。また、 (%l 

図工なども比較的高いこと

から、体を動かすような教科

が好きな傾;向にあるようだ。

好きな教科と得意な教科

のグラフは必ずしも一致せ

ず、「好き=得意」というわ

けではないようで、国語、算

数、社会、理科などの主要教

科は好きではないが比較的

得意な傾向にある。

80 

60 

40 

20 

。

好きな教科 得意な教科

国算社 理図体家音英 国算社理図体家音英
語数会科工育庭楽語 語数会科工育庭楽語

男子児童の結果

好きな教科 得意な教科

国算社理図体家音英 国算社理図体家音英
(%l 語数会科工育庭楽語 語数会科工育庭楽語

女子児童の結果
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第 1 部

小学校児童 (6年生)の生活技能について

3. その他・生活習慣等の関連設問

(1)テレビゲームの頻度

。 20 40 60 80 100 [%] 

一一一一
男子児童

女子児童

男女全体

- 毎 日 す る 仁二コ時々する Eこコあまりしない -したことがない

テレビゲームの頻度は男子児童が非常に高く、「毎日する」児童は 2割以上、「時々する」

を含めると 7割以上の男子児童がテレビゲームをよくしていた。女子児童は 5害IJにも届い

ておらず、「したことがなしリという女子児童も 1割程度いた。

100 80 60 40 20 o [%] 20 40 60 80 100 

長崎地区

-毎日する E二コ時々する

島原地区

あまりしない -したことがなし、

島原地区の児童の方がやや頻度が高い。

( 2) スポーツクラブへの加入状況

。 20 40 60 80 100 [%] 

女子児童

男女全体

i;

ヤ

童児子男

-加入している 仁二コ加入していない

スポーツクラブには半数以上の児童が加入していた。男子児童に比べ、女子児童が 1割

以上少ないが、スポーツではなくピアノなどの習い事をしているのではないだろうか。

100 80 60 40 20 o [%] 20 40 60 80 100 

が---ぷ二二弘二一一一一』一一日一一一一一一一ーにニニエニニ司
長崎地区 島原地区

-加入している亡コ加入していなし、

島原地区の児童の方がスポーツクラブへの加入率が高い。
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